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Aの水そう

　判断の理由を説明するときには，根拠を明確に示して説明することが大切です。本アイディア例は，
伴って変わる二つの数量の関係が比例しているかどうかを表の中の数値を根拠に説明する授業です。

「比例しているかどうかを表の中の数値を基に説明しよう」
～根拠を明確にして表現する力を育てる～

TYPE Ⅱ
Ｂ2(3)

算 数

①　比例の学習では，根拠となる数値をはっきりさせて説明できるようにしましょう。
②　表の中の，どの数値を基準にしても考察できるようにしましょう。
③　比例していない場合も取り上げ，比例の意味の理解を深めることができるようにしましょう。

①　比例の学習では，根拠となる数値をはっきりさせて説明できるようにしましょう。
　不十分な説明を提示し，根拠を明らかにした説明に書き直させる活動を基にして，説明に必
要な条件を子どもたちに意識付けることが大切です。

課題のみられた問題に対応する授業づくりのポイント

教師

Ａの水そうがあります。
下の表は，水そうに水を入れていくときの時間と深さの関係を表しています。

表１は比例していますか。 表を見ると，比例していると分かります。

表のどこの数値を見ればよいのか，分かりません。

　そうですね。それでは，表１の二つの数量の関係が比例しているわけは
次の説明で伝わりますか。

時間（分）

深さ（cm）

１

1.5

２

３

３

4.5

４

６

５

7.5

６

９

７

10.5

８

12

表１  【Ａの水そうに水を入れた時間と水の深さ】

　時間を２倍，３倍にすると，深さも２倍，３倍になっています。
だから，比例しています。

　時間を，１分から２倍の２分，３倍の３分にしたとき，深さは1.5cm
から２倍の３cm，３倍の4.5cmになっています。だから，比例しています。

比例しているかどうかを調べましょう。

　時間を２倍，３倍にすると，深さも２倍，３倍になっています。
だから，比例しています。
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時間（分）

４倍３倍

３倍

２倍

４倍２倍

深さ（cm）

１

1.5

２

３

３

4.5

４

６

５

7.5

６

９

７

10.5

８

12

表１ 

参照▶「平成25年度　報告書　小学校　算数」 P.62～P.67 ，「平成25年度　解説資料　小学校　算数」 P.49～P.55

　比例の学習に限らず，例えば，図形の学習であれば構成要素を基に，
対象を明確にして説明できるようにするなど，何を示しているか，
根拠を明確にして言語活動を展開することが大切です。
　例：平行四辺形
　　×「こことここが平行になっています。」
　　○「辺ＡＢと辺ＤＣが平行になっています。」

③　比例していない場合も取り上げ，比例の意味の理解を深めることができるようにしましょう。
　比例についての理解を深めるには，比例している場合と比例していない場合とを比較することで，
比例の特徴を明確にすることが大切です。

時間（分）

深さ（cm）

１

0.5

２

１

３

２

４

3.5

５

5.5

６

８

７

11

８

14.5

表２ 【Ｂの水そうに水を入れた時間と水の深さ】

ほかの数値を使っても説明できますか。

　表２は，時間の１分と深さの0.5cmをもとにすると，２倍の２分になったとき，
深さも２倍の１cmになっています。だから，比例しているのかな。

　表２の場合は，
比例していますか。

　でも，時間が３倍の３分になったときは，深さは４倍の２cmになってい
るから，比例していないと思います。

②　表の中の，どの数値を基準にしても考察できるようにしましょう。
　比例の学習では，１を基準にするだけではなく，どの数値を基準にしても，一方
が２倍，３倍，４倍，…になると，それに伴って他方も２倍，３倍，４倍，…になっ
ていることを見いだすことが大切です。

[第２学年〕Ｂ   量と測定 (1) ア
[第３学年〕Ｂ   量と測定 (3) ア
[第５学年〕Ｄ   数量関係 (1) ア　示された実験の結果から，ふりこの長さと10往復する時間が比例の関係になっていないこと

を表の数値を基に書く

Ｂ2(3)　正答率 35.4%

課題の見られた問題の概要と結果 　… Ｂ2　実験結果の数理的な処理と
 解釈（ふりこ） 学習指導要領における領域・内容

表の中の数値を基にして，比例しているかどうかを説明しましょう。

算数の用語や数値を使って的確に説明することが大切です。


